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今
年
、
平
成
二
十
九
年
公
一〇

一
七
年
）
は

菅
茶
山
没
後
百
九
十
年
の
節
目

の
年
に
当
る
。
命
日
は
八
月
十
三
日
で
あ
る
。

文
政
十
年

（
一
八
二
七
年
）
、
八
十
歳
を
迎
え
た
茶
山
は
多
く
の
人
々
か
ら
祝

賀
を
受
け
た
が
、
五
月
に
入
り
病

（胃
癌
）
に
臥
し
た
。
茶
山
に
は
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人
の
妹

と
二
人
の
弟
が
い
た
が
、
三
女
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（ま
つ
、
み
つ
）
以
外
は
皆
他
界
し
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い
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ハ

妹
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姪
の
敬
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茶
山
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看
取

っ
た
。

き

よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

よ
べ
ん

敬

（次
女
チ
ヨ
の
子
）
は
萬
年

（次
男
汝
梗
の
子
）
と
結
婚
、
高
年
に
病
気

で
先
立
た
れ
、
廉
塾
の
都
講
と
し
て
招
か
れ
た
北
条
霞
亭
と
再
婚
し
た
が
、
霞

亭
も
若
く
し
て
歿
し
て
い
る
。
子
も
殆
ど
が
早
世
し
、
当
時
残

っ
て
い
た
の
は
、

高
年
の
子
、
菅
三
の
み
で
あ
っ
た
。
茶
山
の
死
後
、
菅
三
が
菅
自
牧
齋
と
称
し
、

廉
塾
を
継
い
だ
。

死
期
を
悟

っ
た
茶
山
は
、
好
と
敬
に
対
し

「臨
終
訣
妹
姪
」
と
題
す
る
別
れ

の
漢
詩
に
和
歌
二
首
を
添
え
、
現
身
故
に
叶
わ
ぬ
同
胞

へ
の
参
商
之
隔
の
想
い

を
自
ら
の
筆
に
託
し
て
い
る
。
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日
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を
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）
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へ
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の
な
さ
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わ
す
れ
か
ね
つ
も
」

臨

終

訣

妹

姪

　

　

　

　

　

　

（一退
稿

巻
七
所
ｇ

身
職
固
信
百
無
知

身
職
ぶ
れ
ば
固
よ
り
信
ず
百
て
知
る
無
き
を

那
有
浮
生

一
念
遺

目
下
除
非
存
妹
姪

奈
何
歎
笑
永
参
差

な
　
　
　
　
ふ
せ
い
　
　
　
　
　
の
こ

那
ん
ぞ
浮
生

一
念
の
遺
る
有
ら
ん
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妹
姪
を
存
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永
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参
差
す
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「身
な
け
れ
は
　
アン
」
ろ
も
な
き
ハ
　
か
ね
て
し
れ
と
　
た
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は
ら
か
ら
の
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（
「菅
茶
山
の
世
界
―
黄
葉
夕
陽
文
庫
」
か
ら
）

こ
の
詩
歌
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
菅
茶
山
八
十
年
の
遺
芳

。
遺
徳
、
豊
か
な
感

性
、
人
物
像
を
改
め
て
偲
ぶ
と
と
も
に
、
我
が
ふ
る
さ
と
の
巨
峰
、
茶
山
が
国
内
外

へ
託
し
た
不
滅
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
末
永
く
次
世
代

へ
継
承
す
べ
く
努
め
た
い
。


